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【主な研究成果】　本研究の研究成果は以下の２点である。
①ガス選択性が高いガス透過型半導体ガスセンサーの開発
②開発したガス透過型ガスセンサーを用いた動作原理の検証
①は貫通孔を有する陽極酸化アルミニウム（アルマイト）の表面に亜鉛フェライト薄膜を形成した試料の裏面からVOC（揮発性有機化合物）ガスを供給し、VOCガスがアルマイトの垂直孔中を通って表面のフェライト薄膜に到達して薄膜の抵抗率が変化する過程を計測可能な装置のプロトタイプを作製した。
　②は乳がん患者の呼気に多く含まれる４種類の代表的なVOCであるisopropyl alcohol (IP)、1-phenyl-ehanone (acetophenone, AP)、heptanal (HA)、およびisopropyl myristate (IPM)の単体を作製した装置に供給したところ、VOCを供給してから検出されるまでにかかる時間はVOCの分子量の平方根に概ね比例することが明らかになり、作製したガスセンサーのガス選択性が示された。
【今後の展望】
・上記のデータは1000ｐｐｍの濃度のVOCを用いて得られたが、実際の乳がん患者の呼気中に含まれるVOC濃度は数十ppbオーダーである。このため、低濃度のVOCが検出できるように検出感度を高めるとともに、VOCの濃縮技術を開発する。
・単体のVOCではなく、複数のVOCが混合されたガスに対して各VOCを分離検出できるような分析手法を確立する必要がある。
・将来的には医者の協力を得て、乳がん患者の呼気を用いてVOCの検出ができることを明らかにする。
【具体的な成果】
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